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注
目
一
・

　
液
晶
生
産
ラ
イ
ン
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
業
務
に
従
事
し
て
い
た
も
の
が

発
症
し
た
精
神
障
害
に
つ
き
、
同
人
に
対
す
る
心
理
的
負
荷
を

元
進
さ
せ
た
な
ど
と
し
て
業
務
起
因
性
が
認
め
ら
れ
た
事
例

東
京
地
裁
　
平
一
二
・
五
・
二
八
判
決
　
判
例
時
報
二
〇
四
六
号
一
五
〇
頁

匡蕊繍．

九
州
大
学

　
社
会
法
判
例
研
究
会

【
事
実
の
概
要
】

　
原
告
X
（
昭
和
四
一
年
四
月
二
八
日
生
、
女
性
）
は
、
平
成
二
年

四
月
、
電
気
機
械
器
具
製
造
等
を
業
と
す
る
株
式
会
社
（
以
下
、

「
本
件
会
社
」
と
い
う
）
に
入
社
し
、
生
産
技
術
研
究
所
に
配
属
、

平
成
六
年
一
〇
月
、
姫
路
工
場
に
配
属
さ
れ
、
平
成
一
〇
年
一
月
、

深
谷
工
場
に
転
勤
と
な
っ
た
。
X
は
、
深
谷
工
場
で
、
液
晶
生
産

技
術
部
ア
レ
イ
生
産
技
術
第
二
担
当
に
配
属
と
な
っ
た
が
、
組

織
変
更
に
よ
り
、
平
成
一
三
年
四
月
、
液
晶
生
産
技
術
ア
レ
イ
生

産
技
術
担
当
に
配
属
に
な
っ
た
。
X
は
、
入
社
以
来
、
技
術
者
と

し
て
液
晶
生
産
技
術
プ
ロ
セ
ス
等
開
発
の
業
務
に
従
事
し
、
深

谷
工
場
に
お
い
て
、
平
成
一
二
年
四
月
こ
ろ
か
ら
平
成
＝
二
年

七
月
ま
で
、
新
規
の
液
晶
ラ
イ
ン
開
発
ラ
イ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
あ
る
M
2
ラ
イ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
業
務
に
従
事
し
、
X
は

ラ
イ
ン
の
立
ち
上
げ
の
リ
ー
ダ
ー
と
さ
れ
、
こ
れ
と
並
行
し
て
、

同
年
五
月
か
ら
反
射
製
品
の
業
務
等
に
も
従
事
し
た
。
M
2
ラ

イ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
い
て
は
、
X
の
担
当
す
る
工
程
に
お

い
て
新
規
の
装
置
が
導
入
さ
れ
、
そ
れ
ら
の
装
置
に
い
く
つ
か

の
ト
ラ
ブ
ル
が
生
じ
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
か
ら
大
幅
に
遅
れ
る
こ

と
と
な
り
、
そ
れ
ら
の
対
策
も
X
の
業
務
と
な
っ
た
。
X
の
労
働

時
間
は
、
特
に
業
務
が
長
時
間
に
及
ん
だ
平
成
一
二
年
一
二
月

か
ら
平
成
＝
二
年
四
月
ま
で
平
均
す
る
と
、
一
月
あ
た
り
総
労

働
時
間
約
二
三
〇
時
間
、
八
時
間
超
の
労
働
時
間
約
七
五
時
間
、

労
働
日
二
二
日
、
休
日
八
日
で
あ
っ
た
。

　
X
は
、
平
成
一
二
年
五
月
の
定
期
健
康
診
断
で
体
調
不
良
を

訴
え
、
平
成
一
二
年
六
月
以
降
、
深
谷
工
場
診
療
所
を
受
診
し
、

不
眠
下
等
と
診
断
さ
れ
、
同
年
七
月
以
降
、
山
本
医
院
を
受
診
し
、

慢
性
頭
痛
（
筋
収
縮
性
頭
痛
）
と
診
断
さ
れ
、
同
年
＝
一
月
以
降
、

北
陸
神
経
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
受
診
し
、
神
経
症
と
診
断
さ
れ
、
平

成
一
三
年
四
月
ご
ろ
に
言
う
つ
状
態
を
発
病
し
た
と
推
定
さ
れ

る
等
し
た
。
平
成
＝
二
年
五
月
以
降
、
X
は
た
び
た
び
欠
勤
す
る

よ
う
に
な
り
隔
九
月
以
降
長
期
の
欠
勤
な
い
し
休
職
を
す
る
こ

と
と
な
っ
た
。
平
成
一
六
年
八
月
六
日
、
本
件
会
社
は
X
に
対
し
、

休
業
期
間
満
了
を
理
由
と
す
る
解
雇
予
告
を
行
っ
て
、
同
年
九

月
九
日
に
X
を
解
雇
し
た
。

　
X
は
自
ら
の
精
神
障
害
発
病
が
深
谷
工
場
に
お
け
る
業
務
に

起
因
す
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
、
平
成
一
六
年
九
月
八
日
、
熊
谷

労
働
基
準
監
督
署
長
に
対
し
、
療
養
補
償
給
付
た
る
療
養
の
費

用
及
び
休
業
補
償
給
付
の
支
給
を
請
求
し
た
が
、
同
署
長
は
、
X

に
発
症
し
た
精
神
障
害
は
業
務
に
起
因
し
て
発
症
し
た
も
の
と

は
認
め
ら
れ
な
い
と
し
て
平
成
一
八
年
一
月
二
三
日
付
で
こ
れ

ら
を
支
給
し
な
い
旨
の
処
分
を
し
た
（
以
下
、
「
本
件
処
分
」
と
い

う
）
。
X
は
、
同
年
二
五
日
付
で
埼
玉
労
働
者
災
害
補
償
保
険
審

査
会
に
対
し
て
審
査
請
求
を
し
た
が
、
同
審
査
官
は
、
同
年
一
二

月
二
二
日
付
け
で
こ
れ
を
棄
却
し
た
。
X
は
平
成
一
九
年
二
月

六
日
、
労
働
保
険
審
査
会
に
対
し
て
再
審
査
請
求
を
し
た
が
、
三

ヶ
月
を
経
過
し
て
も
裁
決
が
な
か
っ
た
た
め
、
本
件
処
分
の
取

り
消
し
を
求
め
て
、
同
年
七
月
一
九
日
、
被
告
Y
（
国
）
に
対
し
て

本
件
訴
え
を
提
起
し
た
。
本
件
の
争
点
は
（
一
）
X
の
精
神
障
害

の
業
務
起
因
性
、
（
二
）
休
業
補
償
給
付
受
給
権
の
一
部
時
効
消

滅
に
つ
い
て
の
二
点
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
（
一
）
に
関
す
る
判

旨
の
み
を
取
り
上
げ
る
。

　
【
判
旨
】
　
一
部
認
容
一
部
棄
却
（
確
定
）

　
一
、
「
業
務
と
精
神
障
害
の
発
症
の
間
の
相
当
因
果
関
係
が
認

め
ら
れ
る
た
め
に
は
、
ス
ト
レ
ス
（
業
務
に
よ
る
心
理
的
負
荷
と

業
務
以
外
の
心
理
的
負
荷
）
、
個
体
側
の
反
応
性
、
脆
弱
性
を
総

合
考
慮
し
、
業
務
に
よ
る
心
理
的
負
荷
が
、
社
会
通
念
上
、
客
観

的
に
見
て
、
精
神
障
害
を
発
症
さ
せ
る
程
度
に
過
重
で
あ
る
と

い
え
る
場
合
に
、
業
務
に
内
在
す
る
危
険
が
現
実
化
し
た
も
の

と
し
て
、
当
該
精
神
障
害
の
業
務
起
因
性
を
肯
定
す
る
の
が
相

当
で
あ
る
。
」

　
二
、
「
本
件
の
X
の
一
連
の
業
務
態
様
を
総
合
的
に
観
察
し
て

看
守
で
き
る
こ
と
は
、
当
該
業
務
の
内
容
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
業

務
遂
行
に
当
た
っ
て
の
ト
ラ
ブ
ル
の
発
生
と
そ
れ
に
対
す
る
本

件
会
社
の
対
応
等
、
労
働
時
間
と
い
う
要
因
が
、
原
告
の
心
理
的

負
荷
に
重
層
的
に
影
響
を
与
え
、
時
間
を
追
っ
て
山
几
進
さ
せ
て

い
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
」
「
第
一
に
、
X
の
業
務
自
体
の
心

理
的
負
荷
に
つ
い
て
」
、
M
2
ラ
イ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
新
規

性
の
高
い
業
務
で
あ
っ
た
と
い
う
事
情
が
存
在
し
、
「
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
自
体
が
、
原
告
に
と
っ
て
は
、
心
理
的
負
荷
を
与
え
る
に
は

十
分
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
」
、
「
第
二
に
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ

い
て
…
担
当
者
で
あ
る
X
に
と
っ
て
、
M
2
ラ
イ
ン
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
は
当
初
か
ら
非
常
に
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
厳
し
く
、
そ
の
上
、

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
短
縮
等
一
層
激
し
く
な
り
、
切
迫
し
た
状
況
と

な
っ
て
心
理
的
負
荷
を
増
し
た
」
、
「
第
三
に
、
作
業
の
ト
ラ
ブ
ル

発
生
に
つ
い
て
…
X
の
関
与
し
た
作
業
が
切
迫
し
た
状
況
下
に

あ
っ
て
、
多
く
の
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
、
そ
れ
に
対
応
す
る
責
任

を
負
わ
さ
れ
る
と
い
う
上
記
事
情
は
、
X
の
心
理
的
負
荷
を
さ

ら
に
重
く
し
た
も
の
と
し
て
認
め
ら
れ
」
、
「
第
四
に
、
（
そ
の
他

の
事
情
と
し
て
、
）
X
は
、
他
の
業
務
を
し
な
が
ら
平
成
＝
二
年

三
月
末
ま
で
に
引
渡
し
の
際
に
必
要
な
相
当
大
量
の
書
類
を
準

備
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
、
そ
れ
に
関
連
し
て
主
務

か
ら
は
、
こ
れ
ま
で
経
験
し
た
こ
と
が
な
い
ほ
ど
の
厳
し
さ
で

叱
責
さ
れ
、
対
応
を
迫
ら
れ
た
こ
と
、
本
件
会
社
が
同
年
四
月
以

前
に
、
X
に
対
し
て
、
具
体
的
な
支
援
を
講
じ
た
と
は
認
め
ら
れ

な
い
こ
と
と
い
う
各
事
情
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら

の
事
情
は
、
作
業
が
切
迫
し
て
追
い
込
ま
れ
た
X
の
心
理
的
負

荷
を
さ
ら
に
⊥
几
進
さ
せ
た
も
の
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
」
ず
、
「
第

五
に
、
X
の
労
働
時
間
を
見
る
と
…
相
当
長
時
間
の
労
働
時
間

で
あ
り
、
深
夜
に
及
ぶ
労
働
も
少
な
く
な
く
、
十
分
な
休
暇
を
取

⑥



得
し
て
い
た
と
は
い
え
な
い
状
況
で
あ
っ
た
。
」

　
三
、
「
以
上
の
X
に
対
す
る
心
理
的
負
荷
を
生
じ
さ
せ
る
事
情

は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
関
連
し
て
重
層
的
に
発
生
し
、
X
の
心
理
的
負

荷
を
一
貫
し
て
耳
鎖
さ
せ
て
い
っ
た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
の
で

あ
り
、
上
記
の
よ
う
な
X
の
業
務
に
よ
る
負
荷
は
、
社
会
通
念
上
、

客
観
的
に
見
て
、
精
神
障
害
を
発
症
さ
せ
る
程
度
に
過
重
で
あ

っ
た
と
い
え
る
。
」
「
他
方
、
業
務
以
外
の
心
理
的
負
荷
は
、
特
に

認
め
ら
れ
な
い
。
ま
た
個
体
側
要
因
と
し
て
、
以
前
か
ら
疲
れ
や

す
い
等
の
自
覚
症
状
が
あ
り
、
不
眠
症
、
頭
痛
、
神
経
症
等
の
診

断
を
受
け
て
い
る
が
、
こ
れ
を
も
っ
て
X
の
脆
弱
性
が
あ
る
と

評
価
す
る
の
は
相
当
で
な
い
。
」

　
「
以
上
に
よ
れ
ば
、
X
の
業
務
に
よ
る
心
理
的
負
荷
は
、
社
会

通
念
上
、
客
観
的
に
見
て
、
精
神
障
害
を
発
症
さ
せ
る
程
度
に
過

重
で
あ
り
、
X
の
精
神
障
害
の
発
症
は
業
務
に
内
在
す
る
危
険

が
現
実
化
し
た
も
の
と
い
え
、
そ
の
余
の
点
を
検
討
す
る
ま
で

も
な
く
、
X
の
精
神
障
害
に
つ
い
て
業
務
起
因
性
を
認
め
る
こ

と
が
で
き
る
。
」
し
た
が
っ
て
「
本
件
処
分
（
平
成
一
四
年
九
月
七

日
以
前
の
休
業
補
償
給
付
を
不
支
給
と
し
た
部
分
は
除
く
）
は
、

違
法
で
あ
り
、
取
り
消
し
を
免
れ
な
い
。
」

　
【
評
釈
】
　
結
論
賛
成
、
判
旨
の
一
部
に
疑
問

一、

ｸ
神
障
害
と
労
災
認
定

（一

j
通
達
に
よ
る
判
断
指
針

　
労
災
保
険
法
の
対
象
と
な
る
業
務
上
の
疾
病
に
つ
い
て
は
、

労
働
基
準
法
七
五
条
二
項
に
基
づ
い
て
定
め
ら
れ
た
同
法
施
行

規
則
三
五
条
に
よ
り
同
規
則
の
別
表
第
一
の
二
に
列
挙
さ
れ
て

い
る
。
本
件
の
よ
う
な
精
神
疾
患
の
発
症
が
労
災
保
険
給
付
の

対
象
と
な
る
た
め
に
は
、
同
別
表
九
号
の
「
そ
の
他
業
務
に
起
因

す
る
こ
と
の
明
ら
か
な
疾
病
」
に
該
当
す
る
こ
と
、
つ
ま
り
、
業

務
起
因
性
の
認
定
が
必
要
と
な
る
。
こ
の
業
務
起
因
性
に
つ
い

て
は
通
達
（
平
成
一
一
年
九
月
一
四
日
付
け
基
発
第
五
四
四
号
、

五
四
五
号
）
が
出
さ
れ
て
お
り
、
内
容
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

精
神
障
害
の
発
病
が
「
業
務
上
」
と
認
定
さ
れ
る
た
め
に
は
、
（
イ
）

対
象
疾
病
（
I
C
D
1
1
0
第
V
章
に
分
類
さ
れ
る
疾
病
）
に
該
当

す
る
精
神
障
害
を
発
病
し
て
い
る
こ
と
、
（
ロ
）
対
象
疾
病
の
発
病

前
お
お
む
ね
六
ヶ
月
の
間
に
、
客
観
的
に
当
該
精
神
障
害
を
発

病
さ
せ
る
お
そ
れ
の
あ
る
業
務
に
よ
る
強
い
心
理
的
負
荷
が
認

め
ら
れ
る
こ
と
、
（
ハ
）
業
務
以
外
の
心
理
的
負
荷
及
び
個
体
側
要

因
に
よ
り
当
該
精
神
障
害
を
発
病
し
た
と
は
認
め
ら
れ
な
い
こ

と
の
三
要
件
を
満
た
す
必
要
が
あ
る
。
（
ロ
）
（
ハ
）
の
基
準
に
つ
い

て
は
、
実
務
で
は
、
「
職
場
に
お
け
る
心
理
的
負
荷
評
価
表
」
と
「
職

場
以
外
の
心
理
的
負
荷
評
価
表
」
を
作
成
し
て
、
具
体
的
な
出
来

事
の
有
無
、
そ
の
際
の
心
理
的
負
荷
の
強
度
（
1
、
H
、
皿
の
三
分

類
）
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
に
し
て
、
総
合
的
な
判
断
を
す
る
こ

と
に
し
て
い
る
。
業
務
の
過
重
性
判
断
に
お
い
て
誰
を
基
準
と

す
る
か
に
つ
い
て
は
「
同
種
労
働
者
」
（
職
種
、
職
場
に
お
け
る
立

場
や
経
験
等
が
類
似
す
る
も
の
）
と
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
判
断

指
針
は
あ
く
ま
で
行
政
機
関
で
あ
る
労
基
署
長
、
労
災
保
険
補

償
審
査
官
を
拘
束
す
る
が
、
准
司
法
機
関
と
さ
れ
る
労
働
保
険

審
査
会
や
行
政
訴
訟
の
裁
判
所
を
拘
束
し
な
い
。

（
二
）
裁
判
例

　
判
例
・
裁
判
例
に
お
い
て
、
こ
の
業
務
起
因
性
の
解
釈
に
つ
い

て
は
、
業
務
と
疾
病
等
の
間
に
法
的
に
見
て
労
災
補
償
を
認
め

る
の
を
相
当
と
す
る
関
係
（
相
当
因
果
関
係
）
が
あ
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
と
す
る
相
当
因
果
関
係
者
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
そ
の
相
当
因
果
関
係
の
内
容
が
い
か
な
る
も
の
な
の
か
、

定
型
は
定
ま
っ
て
い
な
い
（
共
同
原
因
説
、
相
対
的
有
力
原
因
説
、

業
務
内
在
危
険
現
実
化
説
な
ど
）
。
精
神
障
害
の
業
務
起
因
性
の

有
無
を
め
ぐ
る
、
近
時
の
裁
判
例
で
多
い
の
が
、
東
加
古
川
幼
稚

園
事
件
（
東
京
地
裁
平
成
一
八
年
［
一
月
二
七
日
単
車
九
二
四

号
三
一
一
頁
）
で
判
示
さ
れ
た
、
「
ス
ト
レ
ス
ー
脆
弱
性
」
理
論
を
根

拠
に
、
「
業
務
に
よ
る
心
理
的
負
荷
が
、
社
会
通
念
上
、
精
神
障
害

を
発
症
さ
せ
る
程
度
に
過
重
で
あ
る
と
い
え
る
場
合
に
、
業
務

に
内
在
な
い
し
随
伴
す
る
危
険
が
現
実
化
し
た
も
の
と
し
て
、

当
該
精
神
障
害
の
業
務
起
因
性
を
肯
定
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
」

と
す
る
考
え
で
あ
る
。
本
件
も
同
様
の
考
え
に
立
つ
も
の
で
あ

る
（
判
旨
一
）
。
ま
た
、
業
務
の
過
重
性
判
断
に
お
い
て
誰
を
基
準

と
す
る
か
に
つ
い
て
も
定
か
で
は
な
い
。
通
達
と
同
様
に
同
種

労
働
者
を
基
準
に
す
る
も
の
（
神
戸
地
判
平
成
一
四
年
三
月
二

二
日
労
判
八
二
七
号
一
〇
七
頁
）
、
同
種
の
労
働
者
の
中
で
そ
の

性
格
傾
向
が
最
も
脆
弱
傾
向
で
あ
る
者
を
基
準
と
す
る
も
の
（
名

古
屋
地
判
平
成
一
三
年
六
月
一
八
日
労
判
八
一
四
号
六
四
頁
）
、

労
働
者
す
べ
て
の
中
で
最
も
危
険
に
対
す
る
抵
抗
力
の
弱
い
者

を
基
準
と
す
る
も
の
、
そ
し
て
裁
判
例
の
大
勢
が
本
人
を
基
準

と
す
る
説
を
採
っ
て
い
る
。
本
件
も
同
様
の
説
に
立
つ
と
考
え

ら
れ
る
（
判
旨
二
）
。

二
、
判
断
指
針
と
本
件
の
差
異
と
妥
当
性

　
「
ス
ト
レ
ス
ー
脆
弱
性
」
理
論
を
根
拠
に
し
た
本
件
も
、
通
達

に
よ
る
判
断
指
針
も
、
業
務
に
よ
る
心
理
的
負
荷
と
業
務
以
外

の
心
理
的
負
荷
そ
し
て
個
体
側
の
反
応
性
・
脆
弱
性
を
総
合
考

慮
す
る
と
い
う
点
で
は
同
じ
で
あ
る
。
出
発
点
を
同
じ
に
し
な

が
ら
、
労
災
認
定
に
つ
き
結
論
が
分
か
れ
た
原
因
は
以
下
の
2

つ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
第
一
に
心
理
的
負
荷
の
判
断
方
法

で
あ
る
。
判
断
指
針
は
心
理
的
負
荷
の
判
断
に
際
し
、
複
数
の
要

因
を
個
々
に
分
析
し
、
負
荷
は
必
ず
し
も
強
度
で
は
な
い
と
し

て
い
る
の
に
対
し
、
本
判
決
は
、
「
X
に
対
す
る
心
理
的
負
荷
を

生
じ
さ
せ
る
事
情
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
関
連
し
て
重
層
的
に
発
生
」

し
て
い
る
と
し
、
一
連
の
業
務
態
様
を
総
合
的
に
判
断
し
て
い

る
。
本
件
の
こ
の
よ
う
な
点
は
評
価
で
き
る
。
第
二
に
業
務
の
過

重
性
判
断
に
お
け
る
対
象
者
で
あ
る
。
判
断
指
針
は
「
同
種
労
働

者
」
を
基
準
に
し
て
い
る
の
に
対
し
、
本
判
決
で
は
本
人
を
基
準

と
し
て
い
る
。
確
か
に
、
同
種
労
働
者
を
基
準
に
判
断
す
る
よ
り

も
、
本
人
基
準
の
ほ
う
が
心
理
的
負
荷
の
判
断
に
際
し
て
、
個
別

的
要
素
を
考
慮
で
き
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
人
を
基
準
と
す
る

と
個
別
具
体
的
に
過
ぎ
る
可
能
性
が
あ
る
。
例
え
ば
、
基
礎
疾
病

が
重
篤
で
、
業
務
の
負
担
が
客
観
的
に
見
て
そ
れ
ほ
ど
で
も
な

い
よ
う
な
場
合
に
も
補
償
を
認
め
る
こ
と
と
な
り
、
適
切
で
は

な
い
。
一
つ
の
基
準
と
し
て
、
同
種
労
働
者
の
中
で
最
も
性
格
的

に
脆
弱
傾
向
が
あ
る
者
な
ど
を
設
定
す
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え

る
。
ま
た
、
本
件
判
断
・
判
断
指
針
の
両
方
の
問
題
と
し
て
、
発
症

後
の
心
理
的
負
荷
の
考
慮
が
全
く
行
わ
れ
て
い
な
い
と
い
う
点

が
挙
げ
ら
れ
る
。
本
件
が
何
度
も
「
重
層
的
に
」
と
述
べ
て
い
る

点
か
ら
考
え
る
と
、
発
症
後
の
労
働
に
関
し
て
も
考
慮
の
余
地

が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
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